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地域に密着した青森の朝を秋
が
深
ま
る
と
社
内
各
部
は
年
末
年
始

を
控
え
て
慌
た
だ
し
い
時
を
迎
え
る
。
こ

の
年
、　
一
九
六
九
年

（昭
和

４４
年
）
も
ご

多
間
に
も
れ
ず
日
に
日
に
せ
わ
し
さ
が
増

し
て
い
っ
た
。

１１
月
は
社
の
定
例
幹
部
会

議
の
月
、
そ
の
年
度
の
業
務
の
見
通
し
や

題

字
各
局
の
報
告
に
加
え

て
新
年
度
、
業
務
計

画
が
策
定
さ
れ
る
。

当
時
の
報
道
制
作

局
は
報
道
部

１２
名
、

ラ
ジ
オ
制
作
部
と
テ

レ
ビ
制
作
部
が
各

９

名
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

集
団
の
放
送
部

１７
名
、

美
術
部

６
名
、
Ｃ
Ｍ

部

１０
名
、
制
作
技
術

部

１４
名
、
管
理
部
門

を
入
れ
て
総
勢
８０
名

を
超
え
る
大
所
帯
だ

っ
た
。
局
長
の
須
藤

さ
ん
は
、
巨
躯
馬
車

ウ

マ
の
よ
う
な
ス
タ

ミ
ナ
と
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
の
持
ち
主
で
、
そ

の
ず
ば
抜
け
た
行
動
力
と
指
導
力
で
わ
れ

わ
れ
制
作
集
団
の
ト

ッ
プ
を
走

っ
て
い
た
。

あ
の
叱
咤
激
励
の
声
が
な

つ
か
し
い
。

１１
月
、
幹
部
会
議
後

の
局
内
部
長
会
で

須
藤
さ
ん
が

ニ
ュ
ー
ス
の
強
化
、
ワ
イ
ド

化
に
つ
い
て
チ
ラ
リ
と
述
べ
た
。
出
席
者

）

の
反
応
は
複
雑
で

「単
発
な
ら
と
も
か
く

現
状
で
も
精

一
杯
な
の
に
枠
を
拡
げ
て
、

し
か
も
帝
の
生
出
し
に
な
る
と
容
易
で
は

な

い
…
」
。
互

い
に
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

須
藤
さ
ん
の
背
後
に
は
、
社
設
立
以
来
の

筋
金
入
り
新
聞
人
小
沼
専
務
、
渋
谷
常
務

の
顔
が
み
え
る
。
後
ず
さ
り
で
き
る
状
況

で
は
な
さ
そ
う
だ
。

一
九
六
六
年
４
月
に
開
始
し
た
カ
ラ
ー

放
送
も
、
当
初
は
ネ

ッ
ト
番
組
に
限
ら
れ

て
い
た
が
、
二
年
後
県
内

の
カ
ラ
ー
受
像

機
が
三
万
台
を
数
え
た
段
階
で
自
社
制
作

番
組
の
カ
ラ
ー
化
に
踏
み
き

っ
て
い
る
。

カ
ラ
ー
中
継
車
の
導
入
、
自
社
制
作
番
組

の
カ
ラ
ー
化
、
カ
ラ
ー
現
像
機
の
設
置
、

社
は
あ
げ
て
カ
ラ
ー

一
色
に
染
ま
り

つ
つ

あ

っ
た
。

新
社
屋
の
カ
ラ
ー
ス
タ
ジ
オ
や
機
材
の

総
投
資
額
は
、
ざ

っ
と
見
て
も
二
億
四
千

万
円
。
当
時
の
地
方
局
と
し
て
は
か
な
り

思
い
切

っ
た
投
資
だ

っ
た
に
違

い
な
い
。

自
社
制
作
の
強
化
、
だ
が
…
…

機
材
が
整
備
さ
れ
扱

い
に
も
習
熟
し
て

く
れ
ば
、
次
は
自
社
制
作
の
強
化
拡
充
に

日
が
向

い
て
ゆ
く
。
年
が
明
け
て
か
ら
の

幹
部
会
議
で
は
、

ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
強
化

に
つ
い
て
熱
の
こ
も

っ
た
討
議
が
あ

っ
た

と
聞

い
た
。
須
藤
さ
ん
の
話
で
は
、
４
月

開
始
で
、
朝
の
生
放
送
だ
と

い
う
。

ラ
ジ
オ
時
代
か
ら
の
調
査
で
も
、
県
民

ジ

中

ナ||

川買
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の
Ｒ
Ａ
Ｂ
に
対
す
る
期
待
度
は
各
分
野
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
凌
驚
し
て
い
た
。

テ
レ
ビ
で
は
朝
９
時
を
過
ぎ
る
と
ほ
と

ん
ど
の
時
間
帯
で
圧
倒
的
な
優
位
に
立

っ

て
い
る
の
に
、
朝
７
時
か
ら
９
時
ま
で
は

魔
の
時
間
だ

っ
た
。
朝
を
強
く
し
た
い
。

そ
れ
は
、
青
森
放
送
全
員
の
思
い
だ

っ
た
。

な
に
を
ぶ
つ
け
た
ら
勝
て
る
の
か

―
―
県

民
の
期
待
に
応
え
る
鍵
は
掌
中
に
あ

つ

た
。
だ
か
、
現
場
は
別
だ
。
４
月
で
は
余

り
に
も
準
備
期
間
が
短
い
。

最
大
の
ネ
ッ
ク
は
人
だ
。
須
藤
さ
ん
に

私
は
必
要
な
数
を
指
を
折

っ
て
見
せ
た
。

「
Ｐ
Ｄ
、
Ｆ
Ｄ
、
カ
メ
ラ
、
カ
メ
コ
ン
、

音
声
、
記
者
、
美
術
、
写
植
‥
そ
れ
に
、

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。

少
な
く
み
て
も
１３
名
。
そ
れ
も
、
毎
日
で

早
朝
。
５
時
出
社
な
ら
午
後
１
時
で
勤
務

明
け
。
毎
日
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

の
や
り
繰
り
は
大
変
で
す
」

「―

」

「
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
う
し
ま
す
。
前
の
晩
に

編
集
し
て
お
か
な
い
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

現
像
も
本
数
が
増
え
、
美
術
も
写
植
テ
ロ

ッ
プ
制
作
も
人
手
不
足
は
免
れ
ま
せ
ん
」

「―
―
」

「大
型
の
制
作
番
組
が
入

っ
た
と
き
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
前
日
仕
込
み
と
は
い
か

な
く
な
り
ま
す
」

「‐‐‐‐‐‐」　　　　　　　　　　　　≡
　】

青
森
放
送
は
と
に
か
く
自
社
制
作
の
多

や 言 テ 性 い 肉  こ 元 多 ヨて イ地 社 名 部 は部 テ 名 で 心 内  ネ  み 極 て い
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ま

っ
た
。

地
域
密
着
こ
そ
放
送
局
の
生
命
だ

番
組
の
主
体
は
い
う
ま
で
も
な
く
地
域

密
着
の
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
ニ
ュ
ー
ス
で
ど
れ

だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
埋
め
ら
れ
る
か
。

ニ
ュ
ー
ス
は
１０
分
枠
で
も
天
気
予
報
が

あ
る
の
で
実
質
６
分
前
後
だ
。
５
分
だ
と

３
分
あ
る
か
な
し
か
、
３
項
目
か
４
項
目

し
か
伝
え
ら
れ
な
い
。
定
時
枠
は
昼
、
夕

方
、
夜
と
あ
る
が
、　
一
本
に
ま
と
め
る
と

量
と
し
て
は
な
ん
と
か
い
け
そ
う
だ
。
リ

ピ
ー
ト
も
、
そ
の
後
を
フ
オ
ロ
ー
す
る
こ

と
で

一
味
違

っ
た
も
の
に
仕
上
が
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
ん
な
報
道
と
制
作
部
と
の

討
議
の
中
で
大
き
く
浮
上
し
た
の
が
東
京

支
社
が
取
材
す
る
県
外
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス

素
材
の
存
在
だ

っ
た
。

東
京
の
報
道
部
は
４
名
。
取
材
先
は
、

大
阪
、
名
古
屋
、
仙
台
、
時
に
は
札
幌
に

ま
で
及
び
県
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
追

っ
て

い
る
。
特
に
、
県
出
身
者
の
活
躍
や
消
息

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
映
像
に
は
新
鮮
な

県
外
の
匂
い
が
あ
り
、
視
聴
者
の
反
応
も

よ
か

っ
た
。
こ
の
県
外
版
の
充
実
は
番
組

の
目
玉
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ス
は
県
内
も
の

と
県
外
も
の
と
の
二
本
柱
で
ゆ
ぐ
こ
と
に

落
ち
着
い
た
。

同
時
に
報
道
部
は
、
県
内
６７
市
町
村
の

ぅ
ち
５６
市
町
村
に
取
材
協
力
員
を
配
置
、

キ
メ
こ
ま
か
な
取
材
網
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
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た
。
役
場
の
職
員
か
ら
理
髪
店
、
電
気
屋

さ
ん
ま
で
、
職
種
も
多
彩
な
ら
送
ら
れ
て

く
る
情
報
も
彩
り
豊
か
だ

っ
た
。

二
年
前
、
他
社
に
先
駆
け
て
す
べ
て
の

ニ
ュ
ー
ス
枠
カ
ラ
ー
化
に
踏
み
き

っ
た
パ

イ
オ

ニ
ア
精
神
を
生
か
し
た
か

っ
た
。

十
分
で
も
早
く
、
時
間
枠
の
設
定

新
番
組
は
午
前

７
時
か
ら
８
時
ま
で
の

一
時
間
と

い
う
の
が
須
藤
局
長
が
示
し
た

大
枠
だ
。
当
時
の
朝
の
編
成
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ

発

の

『朝

７
時

の
ニ
ュ
ー
ス
』
『
ス
ポ
ー

ツ
ニ
ュ
ー
ス
』

『
お
は
よ
う
！
こ
ど
も
シ

ョ
ー
』
の
後
、
よ
う
や
く
８
時
に
な

っ
て

自
社
制
作
の

『東
奥
口
報

ニ
ュ
ー
ス
』
の

５
分
だ

っ
た
。
そ
の
上
、
番
組
カ
ラ
ー
化

の
過
渡
期
だ

っ
た
た
め

『
お
は
よ
う
―
こ

ど
も
シ
ヨ
ー
』
は
モ
ノ
ク
ロ
だ

っ
た
。
一異

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は

ニ
ュ
ー
ス
、
天
気
予
報
の
後

ロ
ー
カ
ル
の

『青
森
県
の
み
な
さ
ん

へ
』

『
ス
タ
ジ
オ
ー
０
２
』
と
続
く
。
視
聴
率

は
４５
％
対
２６
％
だ

つ
た
の
が
、
前
年
の
秋

に
は
４０
％
対
１９
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

た
。
自
社
制
作
で
も
こ
れ
以
上
悪
く
は
な

る
ま

い
、
そ
う
思
う
と
気
が
楽
に
な
る
。

ま
だ
ラ
ジ
オ
部
長
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら

新
番
組
構
成
の
模
索
が
続

い
た
。
構
成
案

に
対
し
幹
部
会
議
か
ら
何
度
ダ
メ
出
し
が

で
た
こ
と
か
。

基
本
フ
オ
ー
マ
ン
ト
が
決
ま

っ
た
。

▽
オ
ー
プ

ニ
ン
グ

▽
朝
七
時
の
ニ
ュ
ー
ス

（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
発
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
発
）

▽
天
気
予
報

▽
Ｒ
Ａ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ス

▽
Ｒ
Ａ
Ｂ
県
外

ニ
ュ
ー
ス

▽
ニ
ュ
ー
ス
を
追

っ
て

▽
天
気
予
報

（概
況
を
含
む
）

▽
ニ
ュ
ー
ス
解
説

▽
け
さ
の
話
題

▽
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

そ
の
頃
の
番
組
は
正
時
と
か
３０
分
と
か

に
始
ま
る
の
が
常
識
だ

っ
た
。
し
か
し
、

７
時
丁
度
に
い
き
な
リ
ネ

ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ぶ
つ
か
る
の
は
ど
う
も
面
白

く
な

い
。
放
送
開
始
時
間
の

一
番
乗
り
を

考
え
よ
う
。
テ
ス
ト
パ
タ
ー
ン
を

一
分
早

く
や
め
て
、
空

い
た
ス
テ
ブ
レ
を
キ
ャ
ス

タ
ー
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
顔
出
し
オ
ー
プ

エ
ン
グ
に
す
る
こ
と
に
は
何
の
た
め
ら
い

も
な
か

っ
た
。
６
時

５８
分
放
送
開
始
。

今
で
は
、
こ
の
枠
外
し
編
成
は
各
局
で

多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
一
ュ
ー
ス
レ
ー

ダ
ー
』
は
こ
の
点
で
も
先
駆
者
だ

っ
た
。

持

て

る

力

を

結

集

し

て

キ
ャ
ス
タ
ー
に
は
入
社
以
来
報
道

一
筋

の
吉
備
報
道
部
長
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
は

ワ
イ
ド
生
番
組
で
度
胸
を
培

っ
た
小
島
ア

ナ
の
起
用
が
決
定
し
た
。

３
月
の
半
ば
ま
で
、
ス
タ
ツ
フ
の
起
用

で
あ
れ
こ
れ
思
案
の
毎
日
が
続
く
。

）

テ
レ
ビ
は
ラ
ジ
オ
と
違

い
総
合
力
が
も

の
を

い
う
。
特
に
長
丁
場
の
番
組
と
も
な

れ
ば
チ
ー
ム

・
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
な
い
。

報
道
部
は
こ
れ
ま
で
は
定
時

ニ
ュ
ー
ス

の
取
材
、
送
出
に
ウ
エ
イ
ト
が
お
か
れ
、

ス
タ
ジ
オ
で
の
制
作
に
は
あ
ま
り
縁
が
な

か

っ
た
。
こ
こ

一
番
で
は
硬
派
の
大
型
番

組
も
手
掛
け
る
が
、
こ
う
し
た
日
常
処
理

を
と
も
な
う
ワ
イ
ド
香
組
は
苦
手
だ
。

そ
こ
で
、
報
道
部
の
担
当
は

ニ
ュ
ー
ス

の
編
集
、
原
稿
作
成
、
素
材
の
持
ち
込
み

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
と
し
た
。

ア
ナ
と
キ
ャ
ス
タ
ー
は
本
番
前
に
下
読

み
。
映
像
の
内
容
ま
で
確
認
す
る
時
間
も

）
小島アナ(左)、吉備キャスター(右)
電話は視聴者と番組を結′ざホットライン
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ス
タ
ー
ト
時
の
番
組
表
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出
演
者
の
宿
泊
費
な
ど
を
概
算
で
計
上
、

交
渉
に
臨
ん
だ
。
渋
い
面
の
経
理
に
は
、

経
費
は
か
さ
む
が
、
カ
ッ
ト
さ
れ
る
番
組

の
ネ

ッ
ト
費
や
マ
イ
ク
ロ
回
線
料
が
浮
く

で
は
な
い
か
と
力
説
し
た
り
、
設
定
し
た

Ｐ
Ｔ
枠
の
販
売
収
支
計
画
を
も
と
に
膝
詰

め
談
判
、
よ
う
や
く
メ
ド
を
つ
け
た
。

社
史
に
は
、
月
六
百
万
円
の
制
作
費
と

あ

っ
た
が
ニ
ュ
ー
ス
取
材
を
含
む
総
額
の

数
字
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
奮
発

し
た
も
の
だ
。

か
く
て
、
全
国
で
初
の
、
早
朝
、
全
面

カ
ラ
ー
生
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
番
組

ス
タ
ー
ト
の
下
地
が
整

っ
た
。

い
よ

い
よ

ス
タ

ー
ト

ー

白

紙

の
タ

イ

ム

テ

ー
ブ

ル

放
送
開
始
は
４
月
１
日
と
決
定
し
た
。

一
九
七
〇
年
。
大
阪
万
博
の
年
で
あ
る
。

週
半
ば
の
水
曜
日
。
こ
れ
も
型
破
り
だ
。

三
日
前
の
日
曜
日
に
は
、
放
送
ス
タ
ー
ト

後
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
全
員
が
出
社
。
本

番
さ
な
が
ら
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
早
朝
放
送

の
緊
迫
感
を
肌
で
感
じ
と

っ
た
。

別
表
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
は
ス
タ
ー
ト

の
週
の
も
の
だ
が
、
二
週
間
前
出
稿
の
た

め
校
正
が
間
に
合
わ
ず
、
決
ま

つ
て
い
た

『
県
外

ニ
ュ
ー
ス
』
以
外
は
白

い
ま
ま
、

試
行
錯
誤
の
往
時
が
し
の
ば
れ
る
。

４
月
１
日
。
放
送
開
始
。
こ
の
日
を
期

し
て
仕
込
ん
だ
ニ
ュ
ー
ス
や
企
画
も
の
で
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ハ
′

わ

争
ご

言
―
ス

イ
う
会

Ｃ

ｈ
　
　
　
　
０

一束
詫
設

ガ
ａ
Ａ

Ｃ
Ｌ
　

　

一

〇

‐
訂

】

言
‐

対

‐

未
よ
、Ａ行
苺

Λ
力
分
わ
ｏ
ｏ
ゑ

解ｏキヤキギ

”
親
的
ポ

ｏ
ァ
チ
を
＝

一

′ヽ十
さ
ふ
寄
貧
一Ｆ

ハ
外
―

ス
争
オ

午
Ａ
す

↑
客
斉
及
斉
液

軽
咽
響
庁

ゴ
引
■
１
＋
―

＝

為
叫
ポ
く
Ｌ
夕
」

岳

言

品

範
磁

准灯
わ
真
分́。

Λ
【
′

ジ

鮮
度

の
い
い
メ
ニ
ュ

ー
カ
そ
ろ
っ
た
。

だ
が
な
ん
た
る
不

運
か
。
前
日
の
３
月

３‐
日
、
日
航
機
よ
ど

号

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事

件
が
発
生
、
視
聴
者

の
関
心
は
そ
れ
に
釘

付
け
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン

グ
で
は
や
ば
や
と
こ

の

ニ

ュ
ー

ス
に
触

れ
、

「
く
わ
し

い
こ

と
は
こ
の
後
の

『
七

時

９

王

―
と

で
」

と
逃
げ
た
。
し
か
し
、

地
元
の
キ
ャ
ス
タ
ー

が
放
送
開
始
直
後
に

一
言
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
以
て
瞑

す
べ
し
。
説
得
力
、

親
近
感
に
満
ち
た
第

一
声
で
は
あ

っ
た
。

幸
か
不
幸
か
、
犯

人
の
中
に
八
戸
出
身

の
爆
弾
男

・
梅
内
が

い
る
ら
し
い
と
共
同

通
信
が
配
信
。
緊
迫

感

の
あ
る
、
生
な
ら

で
は
の
進
行
に
な

っ

た
。
こ
こ
で
企
画
ネ

夕
で
は
は
な
か
ら
勝
負
は
み
え
て
い
る
。

苦
労
し
て
仕
込
ん
だ
報
道
の
担
当
は
砂
を

噛
む
思
い
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。

４
月
６
日
月
曜
日
に
は
早
く
も
生
中
継

を
試
み
て
い
る
。
こ
の
日
か
ら
始
ま
る
春

の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行
事
、
県
警

白
バ
イ
隊
ス
タ
ー
ト
の
模
様
を
県
庁
前
か

ら
中
継
。
人
の
遣
り
繰
り
に
四
苦
八
苦
な

の
に
、
放
送
開
始
か
ら
わ
ず
か

一
週
間
目

の
中
継
車
出
動
だ
。
呆
れ
る
ほ
ど
の
挑
戦

魂
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
一

放
送
開
始
二
ヶ
月
後
の
６
月
１５
日
に
は

番
組
を
測
分
に
拡
大
。
こ
れ
を
機
上
女
子

ア
ナ
を
登
用
、
天
気
予
報
、
ニ
ュ
ー
ズ

の

や
わ
ネ
タ
の
ほ
か
に
生
コ
マ
ま
で
こ
な
す

と
い
う
忙
し
さ
に
な
っ
た
。
　
　
　
ｉ

こ
の
年
だ
け
で
も
生
の
入
中
は
７
回
を

数
え
、
元
旦
に
は
な
ん
と
モ
ノ
ク
ロ
中
継

車
ま
で
動
員
し
て
、
青
森
県
で

一
番
早
く

初
日
の
出
の
拝
め
る
八
戸
市
館
鼻
の
岸
壁

と
青
森
市
内
の
神
社
の
初
話
を
入
れ
て
い

る
。
衛
星
が
常
識
の
現
在
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
当
時
の
中
継
は
多
段
中
継
で
、
マ
イ

ク
ロ
ひ
と
つ
通
す
に
も
人
員
勘
定
の
必
要

な
時
代
だ
。
よ
く
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
進
行
表
を
み
る
と
、
パ
リ
在
住

の
県
出
身
の
声
楽
家
野
呂
妙
子
さ
ん
や
、

ホ
ノ
ル
ル
の
県
人
に
ま
で
電
話
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
試
み
て
い
る
。

ほ

ろ
苦

い
思

い
出

Ｊ

1971年 1月1日の進行表 上 の相外にホノルルTEL、パリTELと ある
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シ
ン
プ

ル
だ

っ
た
バ

ッ
ク
の
パ
ネ

ル
も

年
明
け
か
ら
は
高
さ

２
メ
ー
ト

ル
を
超
え

る
大
レ
ー
ダ
ー
画
面
に
変
わ

っ
た
。
制
作

し
た
上
崎
君
に
よ
る
と
、
レ
ー
ダ
ー
は
巡

視
船

「
お
く
し
り
」
の
も
の
。
写
真
撮
影

し
た
モ
ノ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
紙
焼
き
し
、

美
術
の
ベ
テ
ラ
ン
に
彩
色
し
て
も
ら

っ
た

も
の
を
再
度
撮
影
、
ネ

コ

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）

と

い
う
手
法
で
大
画
面
に
し
た
も
の
だ
と

い
う
。
世
界
は
お
ろ
か
宇
宙
に
ま
で
広
が

る
迫
力
満
点
の
パ
ネ
ル
で
、
新
し
い
年

の

『
ニ
ュ
ー
ス
レ
ー
ダ
ー
』
が
始
ま

っ
た
。

年
が
改
ま
る
と
民
放
各
社
か
ら
の
見
学

が
し
き
り
と
な

っ
た
。
新
聞
や
雑
誌
社
も

多
か

っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
視
点
が
違
う
。

出
演
者
を
送
り
だ
し
、　
一
息

つ
い
た
後
で

お
会

い
す
る
。
同
じ
質
疑
応
答
を
何
度
繰

り
返
し
た
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
質
問
を

受
け
る
た
び
に
得
る
こ
と
が
あ

っ
た
の
は

確
か
だ
。

キ
ャ
ス
タ
ー
の
吉
備
さ
ん
に

「
な
に
が

印
象
に
―
」
と
尋
ね
た
。
即
座
に

「
修
ヶ

沢
町
の
二
人
町
長
事
件
の
と
き
の
放
送
」

だ

っ
た
と
言
う
。
惨
ヶ
沢
は
日
本
海
岸

の

小
さ
な
町
で
あ
る
。
こ
こ
で
。
町
の
選
管

が
現
職
候
補
の
当
選
を
取
消
し
、
次
点
の

候
補
を
当
選
と
決
め
て
当
選
証
書
を
交
付

し
た
た
め
二
人
町
長
が
出
現
す
る
と
い
う

珍
事
が
起
こ
り
全
国
の
注
目
を
集
め
た
。

二
人
の
町
長
が
登
庁
す
る
当
日
は
現
場

か
ら
の
生
中
継
を
ま
じ
え
て
構
成
し
た
。

こ
の
部
分
だ
け
Ｎ
Ｔ
Ｖ
に
入
中
。
キ
イ

局
と

ロ
ー
カ
ル
局
と
、
番
組
は
違
う
が
素

材
だ
け
同

一
の
も
の
が
流
れ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｖ

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
大
島
渚
さ
ん
は

「
田

舎
だ
か
ら
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。
そ

れ
が
面
白

い
。
あ

っ
て
も

い
い
」
。
人
間

臭

い
と

い
う
感
じ
の
発
吉
だ

っ
た
。

一
方
の
言
備
さ
ん
は
現
地
を

つ
ぶ
さ
に

取
材
、
混
沌
と
し
た
政
争
の
中
で
町
の
人

び
と
が
必
死
に
解
決
の
糸
口
を
探

っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
大
島
さ
ん
の

「
田
舎

の
ド
タ
バ
タ
喜
劇
サ
」
と
で
も

い

い
た
げ
な
一
中
央
感
覚
で
ロ
ー
カ
ル
を
、

見
る
日
調
と
は
認
識
の
大
き
な
開
き
が
あ

っ
た
。
双
方
、
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
の
や

り
と
り
で
、
か
け
あ

い
の
呼
吸
も

い
ま
ひ

と

つ
。
硬
骨
漢
の
吉
備
さ
ん
に
と

つ
て
も

″
レ
ー
ダ
ー
々
に
と

っ
て
も
苦

い
思

い
出

と
な

っ
た
。

Ｐ
Ｒ
大
作
戦
、

つ
豊
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
抜
く

４５
年

１０
月
の
視
聴
状
況
調
査
で
は
、
水

曜
＝
３５

・
３
％
、
木
曜
―１
３３

・
２
％
で
、

わ
ず
か
だ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
抜

い
た
。
こ
の
時

全
社
あ
げ
て
展
開
し
た
Ｐ
Ｒ
大
作
戦
は
、

今
も
社
内
で
は
語
り
車
に
な

っ
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
、
名
刺
に
貼
る
シ
ー
ル
、
出
入

り
の
車
す
べ
て
に
ス
テ
ッ
カ
ー
、
回
一局
や

大
型
の
ブ

ッ
ク

マ
ッ
チ
、
　
名
刺
サ
イ
ズ

の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
新
聞
や
ロ
ー
カ
ル
タ
ウ

ン
誌

へ
の
広
告
、
バ
ス
の
中
吊
り
広
告
等

３
名
の
広
報
部
員
は
席
の
温
ま
る
暇
が
な

か

っ
た
。

三
年
後
の

一
九
七
三
年
、
報
道
制
作
局

は
報
道
局
と
制
作
局
に
組
織
替
え
と
な
り

軌
道
に
の
っ
た

『
Ｒ
Ａ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ス
レ
ー

ダ
ー
』
は
報
道
の
手
で
快
走
を
続
け
る
。

番
組
が
ス
タ
ー
ト
し
た

一
九
七
〇
年

，

昭
和

４５
年
は
３０
年
も
昔
の
こ
と
だ
。
今
の

レ
ー
ダ
ー
の
若

い
ス
タ
ッ
フ
が
生
ま
れ
た

頃
始
ま

っ
た
番
組
で
あ
る
。
放
送
時
間
も

朝
か
ら
夕
方
に
変
わ

っ
た
。
新
し
い
世
紀

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
か

・ら
も
、

地
域
に
密
着
し
た
、
時
に
型
破
り
の
ニ
ュ

ー
ス
番
組
を
育
て
て
欲
し
い
。

Fけさの話題」東奥美術展入選児童のインタビュー


